
（参考様式５） 
 

平成２１年度 元気な地域づくり計画目標達成状況報告書 
  

  都道府県名  市町村名  地区名  計画期間  事業期間  

栃木県 益子町 
益子西部（小貝川右岸） 

青  田 
H17～H21 

H17～H21 

H18～H19 

 
 
１．施策ごとの評価 
（１）ソフト … 該当なし 
 
（２）ハード 
 ① 益子西部地区 
  ア．施策の内容： 農業生産基盤の整備 
  
  イ．施策等の実績 
     （ア）実施計画達成状況 
 
  事業種類  事業内容  助成対象施設等  事業主体  管理主体 

生産基盤整備 基盤整備促進 
地形図作成 

農用地等集団化（経営体
育成促進換地等調整） 

益子町 

栃木県土地改良

事業団体連合会 

益子町 

益子町 

 

 事業量  事業着工年度 事業竣工年度  供用開始日 
地形図作成   130ha 

農用地等集団化 130ha 

H17 

H18 

H17 

H21 

  

 
 

 事項 単位  計画時 
 (16年度) 

 目標値 
 (21年度) 

 Ａ 

 達成状況 
 備考  実績値 

 Ｂ 
 達成率(%) 

 Ｂ／A 
地形図作成 

農用地等集団化 

ha 

年 

－ 

－ 

130 

5 

130 

6 

100 

100 

 

  
 
  ウ.施策の効果 

 地形図作成：地区の調査、計画、換地作業等の基本となる地形図作成により、 

事業計画書が策定され事業着手となった。 

農用地等集団化：換地計画書が策定され事業着手となった。 

 

 
② 青田地区 

  ア．施策の内容： 農業用用排水施設整備 
  
  イ．施策等の実績 
     （ア）実施計画達成状況 
                                                            
  事業種類  事業内容  助成対象施設等  事業主体  管理主体 

 生産基盤整備  基盤整備促進 農業用用排水施設整備 益子町北部土地改

良区 

益子町北部土

地改良区 
 事業量  事業着工年度 事業竣工年度  供用開始日 

水路工  2,884m H18 H19 H20.3.21 
 



 
 事項 単位  計画時 

 (17年度) 

 目標値 
 (21年度) 

 Ａ 

 達成状況 
 実績値 

 Ｂ 
 達成率(%) 

 Ｂ／A 

水路工 m 2,885 2,885 2,884 100 

（イ）施設等の利用実績 … 該当なし 
 
ウ．施策の効果  

 青田地区では農業用水の安定供給が可能となった。  

 
２．指標の達成状況に関する評価 

① 益子西部地区  

  成果指標 
 (単位)※ 

 基準値 
 (16年度) 

 目標値 
 (21年度) 

 目標増減 
 (増減率等) 

 (A) 

 実績値 
 (21年度) 

実績増減 
(増減率等) 

(B) 

達成率 
（％、下２桁） 

（B/A） 

必 
 

須 

基盤整備事業の着
手までの年数（年）

－ 5年 5年 ６年 １年 100.00％ 

 
② 青田地区  

  成果指標 
 (単位)※ 

 基準値 
 (18年度) 

 目標値 
 (19年度) 

 目標増減 
 (増減率等) 

 (A) 

 実績値 
 (19年度) 

実績増減 
(増減率等) 

(B) 

達成率 
（％、下２桁） 

（B/A） 

必 
 

須 

農業用用排水施設
等の整備、保全に
より条件整備され
た機能が確保され
た農地の増加面積 

－ 25ha 25ha 25ha 25ha 100.00％ 

地 
 

域 

農業用用排水施設
等への生態環境の
確保（％） 

－ 100% 100% 100% 100% 100.00％ 

 
３．目標の達成状況に関する評価  

  益子西部地区は、農用地集団化事業を活用し土地改良事業計画を策定、平成２２年度に採択され、

事業着手された。 

青田地区の農業用用排水施設は予定どおり整備され施設が改善された。 

 

 
４．総合評価 

 益子西部地区土地改良事業による事業効果の早期発現が、受益農家はもとより地域住民からも期待

される。 

 青田地区の農業用用排水施設整備により、農業用水の安定供給が可能となり生産性の向
上とともに、維持管理の省力化が図られた。 

 

（都道府県の意見） 

 全地区目標を達成しており、益子西部地区では高生産性農業を支える農業基盤の整備及び活力ある

担い手の育成に期待できる。 

また、青田地区では、農業用水の安定供給と維持管理の省力化が図られた。 

 

 


